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Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
百
号
条
約
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
が
千
九
百
六
十
七
年
八
月
二
十
四
日
に
批
准
し
て
い
る
「
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一

報
酬
に
関
す
る
条
約
」
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
百
号
条
約
に
つ
い
て
次
の
通
り
質
問
す
る
。

一

こ
の
条
約
に
お
け
る
以
下
の
用
語
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
か
。

（
一
）

同
一
価
値
の
労
働

（
二
）

同
一
報
酬

二

同
条
約
第
二
条
一
に
は
「
各
加
盟
国
は
、
報
酬
率
を
決
定
す
る
た
め
行
な
わ
れ
て
い
る
方
法
に
適
し
た
手
段
に
よ
っ
て
、

同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
の
原
則
の
す
べ
て
の
労
働
者
へ
の
適
用
を
促
進
し
、
及
び

前
記
の
方
法
と
両
立
す
る
限
り
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
。

（
一
）

こ
の
規
定
は
、
現
在
、
我
が
国
で
は
順
守
さ
れ
て
い
る
か
。

（
二
）

こ
の
規
定
は
、
同
条
二
に
規
定
さ
れ
る
い
ず
れ
の
方
法
で
担
保
さ
れ
て
い
る
か
。

三

同
条
約
第
三
条
一
に
は
「
行
な
う
べ
き
労
働
を
基
礎
と
す
る
職
務
の
客
観
的
な
評
価
を
促
進
す
る
措
置
が
こ
の
条
約
の
規

定
の
実
施
に
役
だ
つ
場
合
に
は
、
そ
の
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
措
置
は
現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
講

一



じ
ら
れ
て
い
る
か
。
具
体
的
に
答
弁
あ
り
た
い
。

四

同
条
約
第
三
条
二
に
は
「
こ
の
評
価
の
た
め
に
採
用
す
る
方
法
は
、
報
酬
率
の
決
定
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
機
関
又
は
、

報
酬
率
が
労
働
協
約
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
当
事
者
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
決

定
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。
具
体
的
に
答
弁
あ
り
た
い
。

五

ま
た
、
同
条
約
が
締
結
さ
れ
た
際
、
同
時
に
「
同
一
価
値
の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関
す

る
勧
告
（
第
九
十
号
）
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
は
、
同
勧
告
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
適
用

し
て
い
る
か
。
同
文
書
の
一
か
ら
八
ま
で
個
別
に
答
弁
あ
り
た
い
。

六

既
に
同
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
一
方
、
現
在
、
政
府
で
は
働
き
方
改
革
に
お
い
て
男
女
間
の
賃
金
格
差
解
消
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
条
約
の
国
内
実
施
で
は
足
ら
ざ
る
部
分
が
あ
る
事
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
は

何
か
。

右
質
問
す
る
。

二


